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一
　以上で此の篇の攣光星に關する豫備的知識を終って置かうミ思ふ・書き

出せばまだまだ書くこEはあって・これだけでもゆうに一回の本Eなり得

る位であるが，讃者も少し厭味がさして來たらうε思うから先づこの邊り

で筆を凋めるこεにする，而して次からはこの稿の主目的たる憂光星各論

に移らうミ思ふ上に記しずこ憂光星の性質ミいふやうなものに關しては再

びそこで各攣光星型について詳しく記るすこεがあるε思ふ・なほ暇にま

かせて部分的に思ひ出したこS，讃んだこεを書き綴たのであるから・或

は二重になつナこり或は前後入れちがったりして居るミころも多くあるであ

らうε思ふが，その黙はゆるしていただ．きナこい・

小児辮　日

　　壮時小見の日を興する一事あり．男子に見ゆ．云ふ

　　孔子東遊せるの時爾小児の山門するを見る．その故を問ふ．一児日は

く「我日の始めて出つる時を以て，人を去る近しミし，日中を以て遠しε

す．」一調は「日の初めて撃つるを遠しεし，日中を近しεす．」一見日はく

「日の初めて出つるや大なるこε：車馬の如く，日中に及べば自11ち盤孟の如

し．此れ遠き者小にして近き者大なるが爲めならざるか」一児曰はく「日

初めて出つるや愴槍涼涼，その日中に及べば探湯の如し此れ近き者熱く

して，遠き者涼なるが忌めならざるか」ミ．孔子答ふる能はす．爾小児曰

はく「敦れか汝を多智なりE謂ふ乎」　讃者諸兄如何に？
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　五月九日の皆蝕日食観測の爲スマbラへ遠征した山本博士から下

の如く大成功を報じて來た．

　Eclipse　well　observed　good　corona　prominence　through　cloud

　gaps　fourty　five　photo．crraphs


